「社会人基礎力グランプリ2012」関東地区予選大会エントリー
主催：日本経済新聞社デジタル営業局／共催：経済産業省・日経ＨＲ

２０１１年11月21日開催　経済産業省別館
駒澤大学文学部社会学科坪井ゼミ３年（坪井ゼミ27期生）

　以下に記載する内容は、2011年10月14日、社会人基礎力グランプリ事務局に送付した応募用紙に記載した内容全文である。但し、ここでは読みやすくするために表記方法を若干修正している。

＜参加者リスト（教員＋学生３名）＞

大学名・参加責任者：
駒澤大学・文学部教授　坪井　健

チームメンバー　

担当教員　
坪井　健


　　
※　
学生リーダー　
西野　愛実　




他メンバー
井上　桜里




　　　　

吉本　由理

　※当日のプレゼンでは、西野愛実の体調不良のため、学生リーダーは八束華子（副ゼミ長）が担当した。

＜活動タイトル＞

高大連繋の地域貢献イベント「生きている図書館」開催を通じての社会人基礎力の育成
＜活動概要＞
坪井ゼミ３年（社会学・社会心理学）によるヒューマンライブラリーを「生きている図書館」として開催。
震災支援や高大連繋をしつつ、寛容で多様性ある社会を目指した地域貢献の取り組みとして、生きにくさを抱えた人を貸し出す「生きている図書館」を開催した。
地元世田谷区の団体や個人に趣旨を理解してもらうための広報宣伝を行うと共に、後援・協賛・寄付を頂いて地域連携イベントとして実施した。

学生が「本」出演者である生きにくさを抱えた人たち、震災被害者、震災救援者探し協力を要請し、学生自身もボランティアした体験を「本」として語った。メーリスを活用し情報共有と心情共有してチーム力を発揮した。
＜社会人基礎力＞

【前に踏み出す力】

１．生きにくさを抱えた人や震災被災者・救援者に出演をお願いするだけでなく、大震災から学ぶために学生自らボランティアとして震災支援に参加し、それを「本」として語ることで、体験を伝えるという貴重な経験をした。
２．商店街への協賛金集めでは、開催趣旨を説明し理解してもらう事の難しさを体験すると共に、コミュニケーションによる共感してもらえる喜びも味わった。いずれも行動することで、自ら語ることで心を通わせせる事が出来ること。「あきらめない心」の大切さを実体験した。

【考え抜く力】

１．震災被害者・救援者の出演依頼は、組織・団体の承諾が必要なケースがあり、なかなか思うように進まない。家族・親族・友人・知人などあらゆる関係者への協力要請を同時に行った。途中頓挫しかけたが、メーリスでみんな知恵を出し合って、やっと開催時までに出演交渉が成立した。
２．協賛金集めも飛び込みでは難しく、事前に商店会長さんに協力を仰いで地元情報を頂くことでスムーズに行った。本の出演交渉、協賛金の依頼の方法、いずれもルーティン化した方法はなく「考え抜く」ことを最後まで惜しまなかったことが成功につながった。

【チームで働く力】

１．ゼミ生は８人である。全員の協力がないとこの大きなイベントの達成は難しい。体育会サークルに所属し、当日試合のあったメンバーもいる中で、みんなが空き時間をフル活用すると共に、全員が平等に情報を共有する事に心掛けた。
２．そのツールはメーリスである。メーリスは情報交換だけでなく、心情交換のツールとしても機能した。坪井ゼミ生８人の「チームで働く」一体感は、毎日交わされるメーリスによる心情交流によるところが大きい。これはこのイベントを通じて獲得された成果であり、このチーム力体験は今後のゼミ活動にも活かされる力である。

【大学で学ぶ専門知識の成長】

１．坪井ゼミは社会学・社会心理学の専門ゼミである。「生きている図書館」の実践は、社会的排除が進む現代社会への実践的反論であり、多文化化する社会における偏見の低減と理解可能性に向けての社会心理学の実験的取り組みとして行っている。
２．従って、主催者・本・読者としての自己開示した出会いの体験こそは、社会学的実践であり、社会心理学的実験である。実際、ゼミ学生は多くの人生から学びマイノリティへの理解が深まった。さらに、協賛金集めの実践は、社会心理学で学ぶ説得的コミュニケーション技法の実践であり、その限界と効果を実践的に理解する助けになった。

【その他】

１．私たちは今回「生きている図書館」開催を、東日本大震災から学び、高大連繋の地域貢献の方法として使った。しかし、「生きている図書館」自体は「寛容で多様性ある社会」を作る実践的方法として世界に広がっている。
２．私たちは「生きている図書館」の手法をさらに普及させるために、坪井ゼミの実践経験を元にした開催ノウハウを本にして、2012年早々にも出版する予定で準備している。すでに出版社も決まり原稿も書き上げている。

【参考ＵＲＬ】

大学発公式ブログサイト＜コマブロ＞「駒澤大学社会学科坪井ゼミ活動日記」http://tsuboi25.blog68.fc2.com/
